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は
じ
め
に
 
 

「
還
暦
」
と
い
う
語
が
、
数
え
年
で
六
十
一
歳
を
指
す
こ
と
は
よ
く
知
 
 

ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
語
は
漢
詩
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
 
 

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ふ
と
思
い
立
っ
て
い
く
つ
か
の
辞
市
を
調
べ
て
 
 

み
た
が
、
『
漢
語
大
詞
典
 
修
訂
版
』
に
は
、
こ
の
語
自
体
が
見
ら
れ
な
い
。
 
 

『
謂
槽
大
湊
和
辞
典
』
 
は
、
「
ほ
ん
け
が
へ
り
。
本
卦
回
。
再
び
其
の
生
 
 

年
の
干
支
に
た
ち
も
ど
る
。
六
十
一
歳
を
い
ふ
。
華
甲
。
周
甲
。
華
甲
子
。
」
 
 

と
説
明
す
る
も
の
の
、
用
例
は
挙
げ
な
い
。
で
は
、
こ
の
語
は
日
本
製
漢
 
 

語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
日
本
国
語
大
辞
典
 
第
二
版
』
は
、
「
数
え
年
六
 
 

一
歳
の
異
称
。
六
〇
年
で
再
び
生
ま
れ
た
と
き
の
干
支
に
還
る
と
こ
ろ
か
 
 

ら
い
う
。
華
甲
。
本
卦
還
り
。
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
用
例
を
引
い
 
 

て
い
る
。
 
 

＊
音
訓
新
聞
字
引
 
（
－
S
巴
 
（
萩
原
乙
彦
）
 
「
還
暦
ク
ヮ
ン
レ
キ
 
 
 

ト
シ
六
十
一
ヲ
云
」
 
＊
改
正
増
補
和
英
語
林
集
成
 
（
－
0
0
∞
巴
 
 
 

「
K
w
a
n
r
e
k
i
 
ク
ヮ
ン
レ
キ
還
暦
」
 
＊
左
千
夫
歌
集
 
（
－
諾
○
）
 
（
伊
 
 

「
耳
順
」
「
杖
郷
」
「
花
甲
」
な
ど
の
語
 
 

－
六
十
歳
・
六
十
三
成
を
表
す
語
と
漢
詩
－
 
 

藤
左
千
夫
）
明
治
四
二
年
「
還
暦
の
祝
を
挙
ぐ
と
聞
き
て
」
 
 
 

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
考
え
る
と
、
「
還
臍
」
 
の
語
は
、
日
本
で
、
そ
れ
 
 

も
明
治
に
入
っ
て
か
ら
用
い
ら
れ
出
し
た
よ
う
だ
。
で
は
、
漢
詩
に
お
い
 
 

て
、
「
還
暦
」
に
規
す
る
語
は
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

一
 
六
十
歳
と
」
ハ
十
一
歳
の
異
称
 
 

中
国
に
お
い
て
は
、
六
十
一
歳
を
指
す
語
と
し
て
は
、
『
諸
橋
大
漢
和
 
 

辞
典
』
と
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
見
え
た
よ
う
に
、
も
っ
ぱ
ら
、
華
（
花
）
 
 

甲
、
周
甲
の
語
を
用
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
六
十
一
歳
を
「
元
 
 

命
」
と
称
し
た
例
も
あ
る
。
『
請
橋
大
浜
和
辞
典
』
は
華
甲
に
つ
い
て
、
「
六
 
 

十
一
歳
。
華
の
字
は
十
の
字
六
筒
と
一
の
字
と
か
ら
成
る
か
ら
い
ふ
。
甲
 
 

は
甲
子
の
甲
。
還
暦
。
花
甲
。
」
と
説
明
し
、
花
成
大
の
詩
を
引
い
て
い
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
五
十
歳
、
六
十
歳
と
い
っ
た
人
生
の
節
目
と
な
る
年
齢
に
つ
 
 

い
て
述
べ
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
『
論
語
L
為
政
篇
の
次
の
 
 

一
文
は
そ
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

子
日
、
吾
十
有
五
而
志
子
学
。
三
十
而
立
。
四
十
而
不
惑
。
五
十
而
 
 

後
 
 

藤
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知
天
命
。
六
十
両
耳
順
。
七
十
而
従
心
所
欲
、
不
振
矩
。
 
 

子
日
く
、
吾
 
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四
 
 

し
た
が
 
 
 

十
に
し
て
惑
わ
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳
順
う
。
 
 

の
り
こ
 
 
 

七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
い
て
、
妊
を
股
え
ず
。
 
 
 

こ
こ
か
ら
、
孔
子
が
他
人
の
意
見
を
素
直
に
聞
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
 
 

な
っ
た
と
い
う
六
十
歳
を
「
耳
順
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
周
知
 
 

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』
 
王
制
篇
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
 
 

五
十
異
柘
、
六
十
宿
肉
。
…
…
六
十
歳
制
、
七
十
時
制
。
…
…
五
十
 
 
 

五
十
不
 
 
 

杖
於
家
、
六
十
杖
於
郷
、
七
十
杖
於
国
、
八
十
杖
於
朝
。
…
…
 
 
 

従
力
政
、
六
十
不
与
服
戎
。
…
…
五
十
而
爵
、
六
十
不
親
学
、
七
十
致
 
 
 

政
。
唯
袈
麻
為
栗
。
 
 

五
十
は
梶
を
異
に
す
、
六
十
は
肉
を
宿
に
す
。
…
…
六
十
は
歳
に
刺
 
 
 

し
、
七
十
は
時
に
制
す
。
…
・
‥
五
十
は
家
に
杖
つ
き
、
六
十
は
郷
に
杖
 
 
 

つ
き
、
七
十
は
国
に
杖
つ
き
、
八
十
は
朝
に
杖
つ
く
。
…
…
五
十
は
力
 
 

つ
・
－
∵
「
か
 
 
 

政
に
従
わ
ず
、
六
十
は
戎
に
服
く
に
与
ら
ず
。
‥
‥
‥
五
十
に
し
て
爵
す
、
 
 

み
†
か
 
 
 

六
十
は
親
ら
学
ば
ず
、
七
十
は
政
を
致
す
。
唯
だ
衰
麻
の
み
煎
を
為
す
。
 
 
 

こ
の
二
即
は
、
六
十
歳
以
上
の
老
人
が
待
遇
の
上
で
得
る
、
さ
ま
ざ
ま
 
 

（
－
一
 
 

な
恩
典
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
六
十
歳
の
こ
と
を
「
杖
郷
」
 
 

と
も
千
‖
う
よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
て
い
る
詔
に
は
、
 
 

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
「
耳
順
」
「
杖
郷
」
「
花
甲
」
 
 

な
ど
、
六
十
歳
、
も
し
く
は
六
十
一
歳
を
指
す
語
を
用
い
て
い
る
何
篤
か
 
 

の
詩
を
見
て
み
た
い
。
 
 

で
あ
る
か
ら
、
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

詩
に
お
い
て
 
 

の
で
あ
ろ
う
。
 
 

集
上
巻
二
一
、
 
 

二
 
「
耳
順
」
 
 

「
耳
順
」
は
、
詩
で
は
な
い
が
、
曹
柏
「
下
太
后
謀
」
（
還
＝
子
建
集
』
 
 

巻
九
）
 
に
す
で
に
見
え
て
い
る
。
 
 

我
后
斉
聖
、
克
暢
丹
聡
、
不
出
房
閲
、
心
照
万
邦
。
年
輪
耳
順
、
乾
 
 

二
月
に
生
ま
れ
、
没
し
た
の
は
親
の
明
帝
の
大
和
四
年
（
二
三
〇
）
 
五
月
 
 

て
エ
 
 

乾
匪
倦
。
 
 
 

我
が
后
は
斉
璽
に
し
て
、
 
 

心
は
万
邦
を
照
ら
す
。
年
 
 

匪
ず
。
 
 

耽
の
下
太
后
は
曹
相
の
母
。
 
 

三
十
四
十
五
欲
牽
 
 

七
十
八
十
百
病
纏
 
 

五
十
六
十
郁
不
悪
 
 

情
淡
清
浄
心
安
然
 
 

巳
過
愛
貪
声
利
後
 
 

猶
在
病
清
作
篭
前
 
 

末
無
筋
力
尋
山
水
 
 

尚
有
心
情
聴
管
絃
 
 

白
居
易
に
は
「
耳
順
吟
、
寄
致
敷
詰
夢
得
」
 
 

『
全
唐
詩
』
巻
四
国
四
）
 
が
あ
る
。
 
 

ひ  

享
年
は
七
十
二
こ
れ
を
「
耳
順
を
捻
ゆ
」
と
表
現
し
た
 
 

「
耳
順
」
 
の
語
が
見
え
る
の
は
、
自
信
易
の
詩
が
早
い
も
 
 

三
十
四
十
は
五
欲
牽
き
 
 

ー
よ
と
 
 

七
十
人
十
は
百
病
纏
う
 
 

か
え
 
 

五
十
六
十
は
副
っ
て
悪
し
か
ら
ず
 
 

情
状
 
清
浄
 
心
安
然
た
り
 
 

巳
に
愛
貪
・
声
利
を
過
ぐ
る
後
 
 

猶
お
病
鼠
・
昏
莞
の
前
に
在
り
 
 

未
だ
筋
力
の
山
水
を
尋
ぬ
る
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
 
 

尚
お
心
情
の
管
絃
を
聴
く
有
り
 
 
 

克
く
丹
聡
暢
び
、
房
問
を
出
で
ず
し
て
、
 
 

耳
順
を
除
ゆ
る
も
、
乾
乾
と
し
て
倦
む
に
 
 

後
漠
の
桓
帝
の
延
薫
．
二
‥
年
 
（
一
六
〇
）
 
十
 
 

よ 

の  

（
『
自
民
長
庵
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客
文
集
L
外
集
巻
二
、
 
 

吟
君
新
什
尉
心
掟
脂
 
 

屈
指
同
螢
耳
順
科
 
 

郡
内
功
成
三
紀
事
 
 

孔
融
吉
就
八
年
多
 
 

巳
程
将
相
誰
能
爾
 
 

地
却
丞
郎
争
奈
何
 
 

独
恨
長
洲
数
千
里
 
 

且
随
魚
鳥
迂
咽
波
 
 

間
開
新
酒
嘗
数
薫
 
間
に
新
酒
を
開
き
て
教
護
を
嘗
む
 
 

酔
倍
旧
詩
吟
一
篇
 
酔
い
て
旧
詩
を
憎
い
て
一
篇
を
吟
ず
 
 

敦
詩
夢
得
且
相
勧
 
敦
詩
・
夢
碍
 
且
つ
相
い
勧
む
 
 

不
用
嫌
他
耳
順
牛
 
用
い
ず
耳
順
の
年
を
嫌
他
す
る
を
 
 
 

こ
の
「
耳
順
吟
」
と
遷
す
る
詩
は
荏
群
、
字
は
敦
詩
と
劉
萬
錫
、
字
は
 
 

夢
得
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
五
欲
し
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
が
、
 
 

例
え
ば
仏
教
で
言
う
色
欲
・
声
欲
・
香
欲
・
味
欲
・
触
欲
。
「
嫌
他
」
は
、
 
 

▲
ヨ
 

い
や
が
る
、
き
ら
う
。
六
十
歳
は
欲
望
に
囚
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
 
 

か
と
い
っ
て
病
気
が
ち
に
な
る
年
齢
で
も
な
い
。
山
水
を
尋
ね
歩
い
た
り
 
 

音
楽
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
、
ほ
ど
よ
い
年
齢
な
の
だ
か
ら
、
 
 

こ
れ
を
い
や
が
る
こ
と
は
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
白
居
易
が
六
十
歳
 
 

を
迎
え
た
の
は
、
大
和
五
年
 
（
八
二
二
）
、
河
南
ヂ
と
し
て
洛
陽
に
い
て
 
 

半
ば
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
に
和
し
て
自
店
易
 
 

と
荏
群
に
寄
せ
た
の
が
劉
虎
錫
「
和
楽
天
耳
順
吟
、
兼
寄
敦
詩
」
 
（
『
劉
賞
 
 

な  

こ
の
詩
を
苦
い
た
の
は
劉
丙
錫
が
刺
史
と
な
っ
て
蘇
州
に
赴
く
途
中
、
 
 

『
全
唐
詩
』
巻
二
一
六
〇
）
 
で
あ
る
。
 
 
 

な
 
 
 

君
が
新
什
を
吟
じ
て
躍
絶
た
る
を
慰
む
 
 

と
・
も
 
 
 

指
を
屈
し
て
同
に
耳
順
の
科
に
登
る
 
 
 

都
南
 
功
成
る
三
紀
の
事
 
 

孔
融
 
許
就
る
よ
り
八
年
多
し
 
 

し
か
 
 
 

己
に
将
相
を
経
る
こ
と
誰
か
能
く
爾
せ
ん
 
 

丞
郎
を
地
却
す
る
こ
と
争
で
か
奈
何
せ
ん
 
 
 

独
り
恨
む
長
洲
は
数
千
里
 
 

し
ば
ち
 

う
 
 
且
く
魚
鳥
に
随
い
て
姻
波
に
泣
か
ぶ
を
 
 

洛
陽
の
自
辟
易
の
も
と
に
、
十
五
日
ほ
ど
立
ち
寄
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
彼
 
 

T
l
一
 
 

は
荏
群
・
自
居
易
と
同
い
年
で
あ
る
。
第
二
旬
は
耳
順
に
逆
し
た
こ
と
を
 
 

科
挙
の
登
第
に
な
ぞ
ら
え
て
言
う
。
郡
内
は
後
漠
の
光
武
帝
の
天
下
平
定
 
 

を
助
け
て
功
績
が
あ
り
、
光
武
帝
が
即
位
し
た
建
武
元
年
 
（
二
五
）
、
大
 
 

司
徒
に
任
じ
ら
れ
た
と
き
に
は
二
十
四
歳
だ
っ
た
。
一
句
は
郡
内
が
大
司
 
 

徒
に
な
っ
た
歳
よ
り
遅
れ
る
こ
と
三
紀
二
十
六
年
で
耳
順
に
達
し
た
こ
と
 
 

を
苛
っ
。
孔
融
は
「
論
盛
孝
章
蓄
」
（
『
文
選
』
巻
四
一
）
 
の
目
頭
に
、
「
歳
 
 

月
不
居
、
時
節
如
流
。
五
十
之
年
、
忽
焉
巳
至
、
公
為
始
滞
、
融
又
過
二
n
」
 
 

（
歳
月
は
居
ら
ず
、
時
節
は
流
る
る
が
如
し
。
五
十
の
年
は
、
忽
焉
と
し
 
 

て
巳
に
至
り
、
公
は
始
め
て
満
つ
る
こ
と
を
為
し
、
融
は
又
二
を
過
ぐ
。
）
 
 

と
苦
い
た
。
一
句
は
孔
融
が
苦
簡
を
一
書
い
た
年
齢
を
八
旗
過
ぎ
た
こ
と
を
 
 

言
う
。
自
店
易
は
ゆ
と
り
を
も
っ
て
六
十
歳
を
迎
え
て
い
る
が
、
「
丞
郎
」
 
 

の
地
位
を
去
り
、
長
安
か
ら
洛
陽
を
繹
て
蘇
州
に
赴
く
劉
商
錫
に
は
、
不
 
 

安
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
蘇
州
に
着
い
た
の
は
翌
大
和
六
年
∴
月
の
こ
 
 

と
で
あ
る
。
裡
群
は
こ
の
年
の
八
月
に
没
し
て
い
る
。
彼
が
二
人
に
寄
せ
 
 

た
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。
次
に
徐
条
（
寅
）
の
「
新
屋
」
（
¶
徐
正
字
詩
賦
』
 
 

巻
二
、
¶
全
唐
詩
』
巻
七
〇
九
）
を
見
よ
う
。
こ
の
詩
に
は
「
時
年
六
十
。
」
 
 

（
時
に
年
」
ハ
十
）
 
と
い
う
自
注
が
あ
る
。
 
 

耳
順
何
為
土
木
勤
 
 

叔
孫
培
屋
有
前
間
 
 

縦
然
一
世
如
紅
葉
 
 

猶
得
十
年
吟
白
雲
 
 

性
逸
且
図
林
野
客
 
 

才
難
非
敢
倣
明
君
 
 

う
れ
 
 

な
ん
す
 
 

耳
順
 
何
為
れ
ぞ
土
木
の
勤
え
あ
ら
ん
や
 
 

叔
孫
の
増
尾
は
前
に
聞
く
こ
と
有
り
 
 

た
と
い
 
 

縦
然
一
世
 
紅
紫
の
如
き
も
 
 

猶
お
十
年
 
白
雲
に
吟
ず
る
を
得
ん
 
 

性
は
逸
に
し
て
且
つ
野
客
と
称
さ
る
る
を
図
り
 
 

才
は
難
く
し
て
敢
え
て
明
君
に
倣
る
に
非
ず
 
 
 

109  



清
甜
数
尺
沙
泉
井
 
清
甜
 
数
尺
 
沙
泉
の
井
 
 

や
す
 
 

平
与
隣
家
昆
夜
分
 
平
ら
か
に
隣
家
と
昼
夜
分
か
た
ん
 
 
 

徐
蚤
、
字
は
昭
夢
は
、
唐
末
五
代
の
人
。
昭
宗
の
乾
草
元
年
（
八
九
四
）
 
 

の
進
士
で
、
秘
軍
省
正
字
を
授
け
ら
れ
た
。
の
ち
朱
全
忠
の
幕
府
に
入
っ
 
 

た
あ
と
、
天
復
l
｛
年
（
九
〇
二
）
 
こ
ろ
に
は
故
郷
の
閏
（
福
建
省
）
 
に
帰
 
 

り
、
後
に
関
を
建
国
す
る
主
審
知
の
も
と
で
草
書
記
と
な
り
、
ま
た
、
泉
 
 

州
刺
史
王
延
彬
の
幕
府
に
も
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
晩
年
は
延
寿
渓
（
福
 
 

建
省
常
田
市
）
 
の
別
竪
に
住
み
、
こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
。
 
 
 

こ
の
詩
は
詩
題
か
ら
考
え
て
、
六
十
歳
に
な
っ
た
時
に
、
新
た
に
別
聖
 
 

T
J
）
 
 

を
建
て
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
叔
孫
」
 
の
旬
は
、
『
左
伝
』
 
 

昭
公
二
十
三
年
の
条
に
、
「
叔
孫
所
鮨
者
、
雄
一
日
必
茸
其
楷
屋
。
去
之
、
 
 

や
と
 

如
始
至
。
」
 
（
叔
孫
 
館
る
所
の
者
は
、
一
日
と
錐
も
必
ず
其
の
楷
屋
を
葺
 
 

く
。
之
を
去
る
と
き
、
始
め
て
＃
る
と
き
の
如
し
。
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
 
 

叔
孫
は
邪
の
大
夫
、
叔
孫
姥
の
こ
と
。
便
者
と
し
て
晋
へ
行
っ
た
が
捕
ら
 
 

え
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
彼
は
正
義
感
に
溢
れ
て
い
て
潔
癖
で
あ
り
、
 
 

一
日
泊
ま
っ
た
た
だ
け
の
宿
舎
も
、
出
る
と
き
に
は
垣
根
や
屋
根
を
修
繕
 
 

し
、
始
め
に
来
た
と
き
の
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
一
旬
は
、
六
十
歳
に
も
 
 

な
っ
て
、
彼
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
ほ
で
き
な
い
と
∴
一
］
う
の
で
あ
ろ
う
。
額
 
 

聯
は
、
人
生
は
紅
紫
の
よ
う
に
は
か
な
く
と
も
、
こ
の
別
堅
で
あ
と
十
年
 
 

は
隠
遁
生
活
が
送
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
白
雲
は
隠
遁
生
 
 

晴
の
象
徴
。
尾
聯
は
清
ら
か
で
甘
い
泉
水
を
隣
家
と
分
か
ち
合
っ
て
味
わ
 
 

う
こ
と
を
言
う
。
 
 

ふ  

三
 
「
杖
郷
」
 
 

「
杖
郷
」
 
の
語
が
最
も
早
く
見
え
る
の
は
、
梁
の
任
肪
の
「
答
到
廷
安
 
 

餉
杖
詩
」
 
（
妄
言
文
類
賢
L
巻
六
九
。
全
一
六
旬
）
 
で
あ
ろ
う
。
第
七
・
八
 
 

句
に
、
 
 

ね
き
ち
 
 

よ
わ
い
た
つ
と
 
 

労
君
尚
歯
恵
 
君
が
歯
を
尚
ぶ
の
意
を
労
い
 
 

と
き
ほ
二
 
 

幹
此
杖
郷
辰
 
此
の
杖
郷
の
辰
を
狩
る
 
 

と
言
っ
て
い
る
。
詩
題
の
到
建
安
と
は
、
建
安
 
（
福
建
省
建
甑
市
）
 
の
太
 
 

守
で
あ
っ
た
到
漑
の
こ
と
。
彼
か
ら
竹
製
の
杖
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
 
 

し
た
詩
で
あ
る
。
し
か
し
、
任
肪
は
、
梁
の
武
帝
・
帯
桁
の
天
監
七
年
（
五
 
 

〇
八
）
 
に
四
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
句
も
、
到
漑
が
か
ら
か
 
 

い
半
分
で
、
ま
だ
老
境
に
達
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
任
妨
に
杖
を
贈
っ
 
 

た
こ
と
に
対
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
「
杖
郷
の
辰
」
と
言
っ
た
も
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

原
信
の
「
園
庭
」
 
 

が
あ
る
。
 
 

杖
郷
従
物
外
 
 

養
学
事
閑
郊
 
 

窮
愁
方
汗
簡
 
 

無
遇
始
観
交
 
 

谷
寒
己
吹
律
 
 

糖
空
更
前
節
 
 

樵
隠
恒
同
路
 
 

人
禽
或
対
巣
 
 

（
『
庚
子
山
集
L
巻
四
）
 
の
冒
頭
に
も
「
杖
郷
」
の
語
 
 

郷
に
杖
つ
き
て
物
外
に
従
い
 
 

学
に
養
わ
れ
て
閑
郊
を
事
と
す
 
 

窮
愁
 
方
に
汗
簡
し
 
 

遇
う
こ
と
無
く
し
て
始
め
て
交
を
観
る
 
 

谷
寒
く
し
て
巳
に
律
を
吹
き
 
 

櫓
空
し
く
し
て
更
に
茹
を
努
る
 
 

つ
ね
 
 

樵
と
隠
と
恒
に
路
を
同
じ
く
し
 
 

と
｛
り
 
 

人
と
禽
と
或
い
は
巣
を
射
す
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康
信
が
こ
の
詩
を
文
字
通
り
六
十
歳
の
時
に
薄
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
 
 

は
北
周
の
武
帝
・
宇
文
邑
の
建
徳
元
年
 
（
五
七
二
。
陳
の
宣
帝
の
大
建
四
 
 

年
）
 
に
当
た
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
ろ
の
頗
信
の
官
職
は
、
は
っ
き
り
し
 
 

な
い
。
全
体
に
庚
信
ら
し
い
多
く
の
典
拠
を
ち
り
ば
め
た
詩
で
あ
る
。
「
車
 
 

学
」
の
句
は
、
『
札
記
』
王
制
算
に
、
「
五
十
養
於
郷
、
六
十
養
於
国
、
七
 
 

十
希
於
学
。
」
 
（
五
十
は
郷
に
養
い
、
六
十
は
国
に
養
い
、
七
十
は
学
に
養
 
 

う
。
）
 
と
言
う
の
を
踏
ま
え
て
、
国
学
で
養
わ
れ
な
が
ら
郊
外
で
静
か
に
 
 

過
ご
す
こ
と
を
言
う
。
「
窮
愁
」
は
、
と
り
わ
け
強
い
望
郷
の
思
い
を
言
 
 

う
の
で
あ
ろ
う
。
静
か
な
郊
外
で
家
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
き
こ
り
や
隠
 
 

者
と
同
じ
道
を
歩
い
た
り
す
る
。
ま
た
、
魚
を
釣
っ
た
り
き
じ
を
捕
ら
え
 
 

た
り
す
る
。
末
の
二
句
で
は
、
多
く
の
御
馳
走
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
 
 

か
ら
、
き
っ
と
自
分
の
心
を
慰
め
る
友
人
が
訪
ね
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
 
 

言
う
。
果
た
し
て
六
十
歳
の
康
信
が
友
人
を
得
ち
な
が
ら
郊
外
で
隠
者
め
 
 

い
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
老
境
 
 

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
南
方
に
帰
れ
な
い
孤
独
を
日
増
し
に
強
く
感
じ
て
 
 

一
ト
ゝ
 
 

い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
 
 
 

唐
詩
に
お
い
て
は
、
玄
宗
・
李
隆
基
の
「
千
秋
節
宴
」
 
（
『
全
唐
詩
卜
巻
 
 

香
螺
酌
美
酒
 
 

枯
蝉
籍
開
殺
 
 

飛
魚
時
触
釣
 
 

翳
雉
娠
醸
庖
 
 

但
使
相
知
悍
 
 

当
能
来
結
交
 
 香

螺
に
美
酒
を
酌
み
 
 

き
か
 
 

枯
畔
に
蘭
敬
を
結
ん
に
す
 
 

り
 
 

飛
魚
は
時
に
釣
に
触
れ
 
 

翳
雉
も
摩
し
ば
庖
に
懸
か
る
 
 

但
だ
相
知
を
し
て
厚
か
ら
し
め
ば
 
 

■
一
さ
 
 

当
に
能
く
来
り
て
交
わ
り
を
結
ぶ
べ
し
 
 

玄
宗
は
零
宗
・
李
旦
の
第
三
子
。
則
天
武
后
の
垂
挟
元
年
 
（
六
八
五
）
 
 

八
月
五
日
、
洛
陽
で
生
ま
れ
た
。
即
位
し
た
の
は
延
和
元
年
 
（
七
一
二
）
 
 

八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
千
秋
節
は
玄
t
示
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
も
う
け
 
 

ら
れ
た
。
r
旧
暦
君
』
巻
八
、
玄
宗
紀
上
、
開
元
十
八
年
 
（
七
三
〇
）
 
の
 
 

条
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
 
 

八
月
丁
亥
、
上
御
花
専
横
、
以
千
秋
節
百
官
献
賀
、
賜
四
品
巳
上
金
 
 
 

鏡
・
珠
襲
・
嫌
綜
、
賜
五
品
巳
下
束
吊
有
差
。
上
賦
八
韻
、
又
制
秋
紫
 
 
 

詩
。
 
 

八
月
丁
亥
、
上
 
花
琴
楼
に
御
し
、
千
秋
節
に
百
官
 
賀
を
献
ず
る
 
 
 

を
以
て
、
四
品
已
上
に
金
鏡
・
珠
桑
・
練
採
を
賜
い
、
五
晶
己
下
に
東
 
 
 

南
を
賜
う
こ
と
差
有
り
。
上
 
八
輩
を
賎
し
、
又
秋
景
の
詩
を
制
す
。
 
 
 

「
処
処
」
 
の
二
句
は
、
あ
ち
こ
ち
で
農
耕
の
神
で
あ
る
神
農
氏
を
ま
つ
 
 

り
、
六
十
歳
の
老
人
を
い
た
わ
り
も
て
な
す
こ
と
を
言
う
。
 
 

一
こ
 
に
こ
の
語
が
見
え
る
。
 
 

処
処
桐
山
租
 
 

年
年
宴
杖
郷
 
 

探
忠
一
徳
事
 
 

小
獲
万
人
康
 
 

蘭
殿
千
秋
節
 
 

称
名
万
寿
腸
 
 

風
伝
率
土
慶
 
 

日
表
継
天
祥
 
 

ょ
つ
 
 

処
処
 
田
租
を
弼
り
 
 

年
年
 
杖
郷
を
害
す
 
 

深
く
思
う
一
徳
の
草
 
 

す
こ
 
 
 
 
 
 
え
 
 

蘭
殿
 
千
秋
の
節
 
 

名
を
称
す
万
寿
の
廟
 
 

風
は
伝
う
率
土
の
慶
 
 

日
は
表
す
継
大
の
祥
 
 

小
し
く
獲
ん
万
人
の
康
ら
か
な
る
を
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四
 
「
花
甲
」
 
 

少
な
く
と
も
末
代
ま
で
の
詩
に
お
い
て
は
、
「
華
甲
」
の
語
は
見
え
ず
、
 
 

も
っ
ぱ
ら
「
花
甲
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
「
花
甲
」
 
の
語
が
表
 
 

れ
る
最
も
早
い
詩
は
、
遁
牧
の
「
対
酒
」
（
『
唐
放
言
』
巻
一
〇
、
『
全
唐
詩
』
 
 

巻
五
六
三
）
で
あ
ろ
う
。
彼
に
つ
い
て
は
、
大
中
（
八
四
七
と
八
五
九
）
・
 
 

成
通
 
（
八
六
〇
～
八
七
三
）
年
間
の
人
で
あ
り
、
科
挙
に
合
格
せ
ず
、
各
 
 

地
を
放
浪
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
詩
も
こ
の
一
篇
だ
 
 

け
が
残
っ
て
い
る
。
 
 

雲
翁
耕
扶
桑
 
 

種
黍
着
日
烏
 
 

（
7
）
 
 

手
指
六
十
花
甲
子
 
 

循
環
落
落
如
弄
珠
 
 

長
縄
整
じ
末
是
愚
 
 

有
翁
臨
鏡
持
白
布
 
 

飢
魂
弔
骨
吟
古
書
 
 

鳩
唐
八
十
無
高
軒
 
 

（
ヱ
 
 

人
生
如
雲
在
相
異
 
 

何
乃
自
苦
八
尺
姫
 
 

裂
衣
換
酒
且
為
娯
 
 

勒
君
朝
欽
一
瓢
 
 

夜
飲
一
壷
 
 

杷
天
崩
 
 

要
論
 
扶
桑
を
耕
し
 
 

黍
を
種
え
て
日
烏
を
養
う
 
 

て
寸
か
ま
つ
 
 

手
ら
接
る
六
十
 
花
甲
の
子
 
 

な
 
 

循
環
 
落
落
と
し
て
珠
を
弄
す
る
が
如
し
 
 

長
縄
も
て
日
を
繋
ぐ
こ
と
未
だ
是
れ
愚
な
ら
ざ
 
 

ら
ん
や
 
 
 

翁
有
り
鏡
に
臨
ん
で
白
布
を
持
づ
 
 

飢
魂
 
弔
骨
に
し
て
古
書
を
吟
ず
 
 

鳩
唐
 
八
十
に
し
て
高
車
無
し
 
 

人
生
 
雲
の
如
く
し
て
須
爽
に
在
り
 
 

何
す
れ
ぞ
乃
ち
自
ら
八
尺
の
躯
を
苦
し
め
ん
 
 

し
ば
ら
 
 

衣
を
裂
き
酒
に
換
え
且
く
娯
し
み
を
為
さ
ん
 
 

君
に
勧
む
朝
に
一
瓢
を
飲
み
 
 

夜
に
一
壷
を
飲
ま
ん
こ
と
を
 
 

杷
天
崩
れ
て
 
 
 

「
雲
翁
」
は
、
『
太
平
御
覧
h
巻
九
百
六
十
に
引
く
『
神
仙
伝
』
に
、
「
雲
 
 

翁
斬
早
英
樹
、
以
杯
承
之
、
皆
是
好
酒
。
」
 
（
票
翁
 
辛
夷
樹
を
斬
り
、
杯
 
 

を
以
て
之
を
承
く
る
に
、
皆
な
是
れ
好
酒
な
り
。
）
 
と
い
う
、
さ
い
か
ち
 
 

の
木
（
果
実
）
か
ら
酒
を
得
た
仙
人
で
あ
ろ
、
つ
。
「
日
烏
」
は
太
陽
の
異
名
。
 
 

前
浜
の
鳩
唐
は
、
武
帝
の
時
に
賢
良
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
と
し
た
が
、
九
十
 
 

余
故
に
な
っ
て
い
て
、
再
び
官
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
桐
君
」
 
 

は
黄
帝
の
時
の
医
師
、
「
桂
父
」
は
伝
説
中
の
仙
人
。
一
倍
は
、
六
十
歳
 
 

の
老
境
を
迎
え
て
も
、
酒
を
飲
ん
で
悠
々
と
過
ご
す
こ
と
を
言
う
の
で
あ
 
 

ろ
う
が
、
「
菖
珊
」
 
の
句
は
、
菖
蒲
の
花
が
開
い
て
、
周
囲
を
泳
い
で
い
 
 

た
魚
の
動
き
が
落
ち
若
く
こ
と
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

唐
詩
に
「
花
甲
」
は
こ
の
一
例
し
か
見
え
な
い
。
そ
こ
で
、
南
宋
末
期
 
 

か
ら
元
の
初
期
に
か
け
て
の
人
、
楊
公
達
、
字
は
叔
明
の
「
借
虚
翁
湧
金
 
 

門
城
望
五
詩
額
以
写
幽
居
之
興
」
 
（
¶
野
趣
有
声
画
卜
巻
下
）
 
の
冒
頭
の
詩
 
 

を
引
い
て
お
こ
う
。
「
虚
翁
湧
金
門
城
望
五
詩
」
と
は
、
元
の
万
国
、
字
 
 

は
万
里
、
号
ほ
虚
谷
の
「
湧
金
門
城
望
五
首
」
 
（
『
桐
江
続
集
』
巻
一
〇
）
 
 

の
こ
と
。
湧
金
門
は
も
と
呉
越
の
杭
州
城
の
西
門
だ
っ
た
。
南
宋
に
な
っ
 
 

て
増
築
さ
れ
、
豊
預
門
と
も
称
し
た
。
 
 

数
竿
帽
竹
半
池
荷
 
数
竿
の
惰
竹
 
半
池
の
荷
 
 

雷
騰
騰
 
 

（
9
－
 
 

柴
非
亮
是
付
足
憑
 
 

【
川
〉
 
 

桐
君
桂
父
崖
勝
我
 
 

▲
‖
′
 
 

酔
裏
白
竃
多
上
昇
 
 

芭
綿
花
開
魚
尾
宝
 
 

金
丹
始
可
延
君
命
 
 

雷
臍
勝
た
ら
ん
や
 
 

柴
は
尭
に
非
ず
是
れ
何
ぞ
憑
る
に
足
ら
ん
 
 

桐
君
と
桂
父
も
岩
に
我
に
勝
ら
ん
 
 

酔
裏
 
白
竜
 
多
く
上
昇
す
 
 

菖
蒲
 
花
開
い
て
魚
尾
定
ま
る
 
 

金
丹
 
始
め
て
君
が
命
を
延
ば
す
べ
し
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楊
公
遠
が
五
十
九
歳
の
時
に
許
い
た
詩
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
の
経
歴
 
 

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
初
度
 
丙
成
」
（
『
野
趣
有
声
画
』
巻
下
）
に
、
「
今
 
 

朝
六
十
従
頭
起
、
数
到
稀
乍
更
有
鎗
」
 
（
今
朝
 
六
十
 
頭
よ
り
起
つ
、
 
 

数
の
稀
年
に
到
る
に
更
に
錬
り
有
り
）
 
と
一
言
う
か
ら
、
「
丙
成
」
 
（
元
の
至
 
 

エ
目
 
 

元
二
三
年
、
一
二
八
六
）
 
に
六
十
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
か
 
 

ら
す
る
と
生
年
は
南
宋
の
埋
宗
の
宝
慶
∴
年
 
（
一
二
二
七
）
 
と
い
う
こ
と
 
 

に
な
る
。
詩
画
に
巧
み
で
、
終
生
仕
え
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
李
・
郭
」
は
、
 
 

李
暦
と
郭
泰
。
「
陰
・
何
」
は
、
陰
理
と
何
題
。
「
塵
世
」
は
、
席
に
ま
み
 
 

れ
た
世
の
中
。
こ
こ
ほ
戦
塵
の
漂
う
時
代
を
特
に
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
彼
 
 

が
五
十
九
歳
を
迎
え
た
前
後
に
は
、
元
は
日
本
や
安
南
に
対
し
て
出
兵
を
 
 

繰
り
返
し
て
い
る
か
ら
、
世
情
は
騒
然
と
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
文
天
 
 

祥
も
至
元
十
九
年
 
（
一
二
八
二
）
 
十
二
月
に
殺
さ
れ
て
い
る
。
末
句
の
、
 
 

戦
禍
の
終
息
を
願
う
心
情
に
は
切
実
な
も
の
が
あ
る
。
 
 

五
 
「
六
旬
」
 
「
元
命
」
「
新
甲
」
 
 

こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
詩
の
ほ
か
に
、
六
十
歳
を
「
六
旬
」
と
称
 
 

密
掩
柴
門
少
零
過
 
 

筆
底
画
能
希
李
郭
 
 

喪
中
詩
欠
似
陰
何
 
 

一
心
夜
月
胴
長
在
 
 

両
軍
秋
霜
積
末
多
 
 

花
甲
明
年
禿
数
起
 
 

辛
逢
塵
世
息
兵
曳
 
 

よ 

ま
れ
 
 

密
に
柴
門
を
掩
ざ
し
て
客
の
過
ぎ
る
こ
と
少
な
 
 

h
り
 
 

ね
か
 
 

筆
底
 
画
は
能
く
李
・
郭
を
希
う
も
 
 

嚢
中
 
詩
は
陰
・
何
に
似
た
る
を
欠
く
 
 

と
二
し
え
 
 

あ
き
 
 

一
心
の
夜
月
 
桐
ら
か
に
し
て
長
に
在
り
 
 

両
翼
の
秋
霜
 
積
む
こ
と
未
だ
多
か
ら
ず
 
 

花
甲
 
明
年
 
数
を
重
ね
て
起
こ
る
 
こ
い
ね
が
や
 
 

幸
う
席
世
 
兵
曳
の
息
む
に
逢
わ
ん
こ
と
 
 

袈
治
は
、
白
居
易
が
太
子
少
侍
で
あ
っ
た
開
成
年
間
 
（
八
三
六
～
八
四
 
 

〇
）
 
に
は
、
消
州
刺
史
だ
っ
た
。
生
没
年
未
詳
。
た
だ
し
、
第
二
句
の
自
 
 

注
に
、
「
兼
年
九
十
不
束
鼠
。
」
 
（
襲
は
年
九
十
に
し
て
東
萩
せ
ず
。
）
と
言
 
 

▲
n
一
 
 

う
か
ら
、
自
店
易
よ
り
も
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

宋
代
に
入
る
と
花
成
大
 
（
一
一
二
六
～
二
九
三
）
 
に
、
「
丙
午
新
年
 
 

六
十
一
歳
、
俗
謂
之
元
命
、
作
詩
自
呪
」
詩
（
『
石
湖
居
士
詩
集
』
巻
二
七
）
 
 

が
あ
り
、
冒
頭
に
、
 
 

歳
復
当
生
次
 
歳
は
復
た
生
次
に
当
た
り
 
 

と
斗
）
 
 

星
臨
本
命
辰
 
星
は
本
命
の
辰
に
臨
む
 
 
 

儒
 
（
七
七
九
～
八
四
七
）
 
の
こ
と
。
六
十
歳
を
過
ぎ
た
友
人
は
少
な
い
と
 
 

い
う
の
は
実
感
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
自
居
易
が
六
十
歳
を
迎
え
た
大
和
五
 
 

年
（
八
三
一
）
の
七
月
に
ほ
元
横
が
五
十
三
蔵
で
没
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
春
 
 

夜
宴
席
上
戯
贈
袈
浦
川
」
 
（
『
自
民
長
麿
集
卜
巻
三
二
こ
 
で
も
、
「
六
旬
」
 
 

の
語
を
用
い
る
。
題
・
鋲
聯
を
引
こ
う
。
 
 

す
る
例
も
あ
る
。
 
 

る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

の
起
聯
で
は
、
次
 
 

偶
数
放
交
親
 
 

何
人
得
六
旬
 
 

詩
題
の
思
腎
は
、
 
 

九
十
不
裏
門
‥
ハ
地
仙
 
 

六
旬
猶
健
亦
天
憐
 
 

今
年
相
通
弔
花
月
 
 

此
夜
同
歓
歌
酒
延
 
 

こ
の
よ
う
な
用
い
方
を
す
る
の
は
白
居
易
の
詩
に
始
ま
 
 

「
歳
夜
詠
傾
兼
寄
思
幣
」
 
（
『
自
香
山
詩
集
』
巻
三
九
）
 
 

の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
る
。
 
 

あ
ま
ね
 
 
 

編
く
故
交
親
を
数
う
る
に
 
 

な
ん
ぴ
と
 
 
 

何
人
か
六
旬
を
得
た
る
 
 
 

白
居
易
よ
り
も
七
歳
年
長
で
、
宰
相
で
あ
っ
た
牛
僧
 
 

九
十
に
し
て
衰
え
ざ
る
は
市
…
ハ
の
地
仙
 
 

六
旬
に
し
て
猶
お
健
な
る
も
亦
天
憐
 
 

今
年
 
相
い
遇
う
鴬
花
の
月
 
 

と
・
も
 
 

此
の
夜
 
同
に
歓
ぶ
歌
酒
の
延
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や
 
 

人
於
末
節
要
求
全
 
人
は
末
節
に
於
い
て
全
き
を
要
求
す
 
 

と
言
う
。
丁
未
は
、
憲
宗
の
成
化
二
十
三
年
 
（
一
四
八
七
）
。
『
明
史
』
巻
 
 

二
百
九
十
八
、
隠
逸
伝
に
よ
る
と
、
彼
は
長
洲
（
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
八
。
 
 

し
ば
し
ば
仕
官
を
求
め
ら
れ
た
が
一
生
仕
え
ず
、
母
へ
の
孝
養
を
尽
く
す
 
 

た
め
に
遠
出
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
 
 

終
わ
り
に
 
 

少
な
く
と
も
中
国
に
お
い
て
は
、
還
暦
の
語
が
用
い
ら
れ
た
詩
は
見
出
 
 

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
詩
に
お
い
て
も
、
詩
 
 

人
た
ち
の
多
く
は
、
六
十
一
歳
よ
り
も
、
六
十
歳
と
い
う
年
齢
に
達
し
た
 
 

こ
と
に
、
よ
り
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
自
慰
 
 

易
の
よ
う
に
、
若
い
こ
ろ
の
「
愛
貪
」
「
声
利
」
に
と
ら
わ
れ
る
境
地
を
 
 

脱
し
、
六
十
歳
に
な
っ
て
「
惜
淡
」
「
清
浄
」
 
の
境
地
に
安
然
と
で
き
る
 
 

か
ど
う
か
は
、
個
人
差
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
辟
易
が
言
っ
て
 
 

い
た
よ
う
に
、
健
康
で
六
十
歳
に
到
達
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
憤
倖
 
 

と
も
言
え
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
玄
宗
が
「
万
人
の
康
ら
か
な
る
」
こ
 
 

と
あ
っ
て
、
六
十
一
歳
を
「
元
命
」
と
も
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
 
 

た
、
明
の
沈
周
（
一
四
二
七
～
一
五
〇
九
）
に
は
、
「
六
十
一
歳
白
寿
」
（
1
石
 
 

倉
歴
代
詩
選
h
巻
四
九
こ
 
が
あ
っ
て
、
還
暦
を
新
甲
と
言
っ
て
い
る
。
 
 

そ
の
起
・
領
聯
に
、
 
 

蒐
逢
丁
未
開
新
甲
 
 

過
六
十
年
増
一
年
 
 

寿
是
偶
来
那
必
得
 
 

重
ね
て
逢
う
丁
未
 
新
甲
を
開
く
に
 
 

も 

六
十
年
を
過
ぎ
て
一
年
を
増
す
 
 

よ
わ
い
 

な
ん
 
 

寿
 
足
れ
偶
し
来
る
も
那
ぞ
必
ず
し
も
得
ん
 
 

と
を
望
み
、
楊
公
遠
が
「
兵
曳
の
息
む
」
 
こ
と
を
願
っ
て
い
た
よ
う
に
、
 
 

誰
も
が
健
康
で
戦
火
の
な
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
六
 
 

十
二
ハ
十
一
歳
に
達
し
た
詩
人
た
ち
の
、
平
凡
で
は
あ
っ
て
も
切
な
る
願
 
 

望
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 
 

（
注
）
 
 
 

1
 
全
釈
漢
文
大
系
『
礼
記
』
 
（
集
英
社
、
一
九
七
六
）
 
か
ら
、
こ
の
部
 
 
 

分
の
通
釈
を
引
い
て
お
く
 
（
一
部
改
変
）
。
「
五
十
歳
に
な
る
と
衰
え
始
 
 
 

め
る
の
で
、
日
常
の
食
物
は
壮
年
の
者
と
異
に
し
、
六
十
歳
で
は
常
に
 
 
 

肉
類
を
備
え
る
。
…
…
六
十
歳
に
な
る
と
、
死
後
の
用
意
を
し
て
、
一
 
 
 

年
を
か
け
て
棺
を
作
り
、
七
十
歳
に
は
三
月
を
か
け
て
重
要
な
衣
服
を
 
 
 

作
る
。
…
…
 五
十
歳
の
者
は
家
の
中
で
つ
え
を
突
き
、
六
十
歳
は
郷
内
 
 
 

で
つ
え
を
突
き
、
七
十
歳
は
国
中
で
つ
え
を
突
き
、
八
十
栽
は
朝
廷
で
 
 
 

つ
え
を
突
く
。
…
…
五
十
歳
に
な
る
と
夫
役
を
免
れ
、
六
十
歳
に
は
軍
 
 
 

五
十
歳
に
は
爵
を
受
け
て
大
夫
と
な
り
、
六
十
 
 
 

役
を
除
か
れ
る
。
…
…
 
 
 

故
に
は
親
し
く
学
業
を
一
党
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
七
十
歳
に
は
官
位
を
 
 
 

君
に
返
し
、
要
事
も
衰
麻
の
粟
だ
け
に
服
す
る
。
L
 
 

2
 
趨
幼
文
盲
口
相
集
校
注
L
 
（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
四
）
 
は
こ
 
 
 

の
誅
の
「
耳
順
」
 
の
注
に
、
「
下
太
后
於
光
和
五
年
年
二
十
、
至
大
和
 
 
 

四
年
死
、
計
生
年
為
六
十
九
歳
。
故
日
給
。
」
と
言
う
。
し
か
し
、
彼
 
 
 

女
が
延
再
三
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
『
貌
志
』
巻
五
、
武
宣
下
皇
后
 
 
 

伝
に
引
く
 
『
親
書
L
 
に
見
え
て
い
る
。
¶
曹
植
集
校
注
』
 
に
は
誤
解
が
 
 
 

あ
る
だ
ろ
う
。
 
 

3
 
例
え
ば
、
時
代
は
下
る
が
徐
負
「
自
詠
十
韻
」
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
七
一
 
 1】4   



い
ま
 
 

一
）
 
の
末
聯
に
も
、
「
如
今
便
死
還
甘
分
、
莫
吏
嫌
他
白
髪
生
」
 
（
如
今
 
 

便
ち
死
す
る
も
還
た
分
に
甘
ん
ぜ
ん
、
更
に
白
髪
の
生
ず
る
を
嫌
他
す
 
 

る
莫
か
れ
）
 
と
あ
る
。
 
 
 

自
屏
易
「
花
前
有
感
、
兼
＝
玉
堤
相
公
劉
郎
中
」
 
（
『
自
民
長
慶
集
h
巻
 
 

二
五
、
『
全
唐
詩
』
巻
四
四
八
）
 
の
末
聯
に
、
「
何
事
同
生
壬
子
歳
、
老
 
 

於
攫
相
及
劉
郎
」
 
（
何
事
ぞ
同
に
王
子
の
歳
に
生
ま
れ
、
荏
相
及
び
劉
 
 

郎
よ
り
老
い
た
り
）
 
の
句
が
あ
り
、
自
注
に
、
「
余
与
笹
劉
年
同
、
独
 
 

早
衰
白
。
」
 
（
余
 
程
割
と
年
同
し
き
に
、
独
り
早
に
裏
白
。
）
 
と
言
う
。
 
 

「
壬
子
」
は
、
代
宗
の
大
磨
七
年
 
（
七
七
二
）
。
 
 
 

彼
の
別
聖
を
詠
じ
た
詩
に
は
、
他
に
も
「
所
要
節
堂
L
 
（
『
徐
正
字
詩
 
 

賦
』
巻
二
、
『
仝
糖
詩
』
巻
七
〇
九
）
、
「
節
亭
」
 
（
同
上
）
 
が
あ
り
、
前
 
 

者
の
起
聯
に
は
、
「
努
竹
誅
節
就
水
浜
、
静
中
還
得
保
天
真
L
 
（
竹
を
如
 
 

か
や
の
ぞ
 
 

り
節
を
誅
い
て
水
浜
に
就
く
、
静
中
 
還
た
天
真
を
保
つ
を
得
ん
）
 
と
 
 

言
い
、
後
者
の
起
聯
に
は
、
「
鴛
瓦
虹
梁
計
己
疏
、
織
茅
編
什
称
貧
居
」
 
 

■
（
ノ
と
 
 

（
鴛
瓦
と
虹
梁
は
計
已
に
疏
し
、
茅
を
織
り
竹
を
編
み
て
貧
居
と
称
す
）
 
 

と
言
っ
て
い
る
。
謙
遜
の
辞
で
は
あ
っ
て
も
、
彼
の
住
ま
い
は
 
決
し
 
 

て
広
壮
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
詩
に
つ
い
て
節
宝
章
『
庚
信
選
集
」
 
（
中
州
膏
画
社
、
一
九
八
 
 

三
）
 
は
、
「
知
此
詩
当
作
干
六
十
蔵
前
後
。
…
…
康
信
在
遣
首
詩
中
抒
 
 

発
了
自
己
住
在
郊
外
的
一
些
感
一
党
和
対
干
友
情
的
渦
幕
。
」
と
言
っ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

出
典
と
考
え
ら
れ
る
、
王
定
保
『
唐
掟
一
」
U
』
巻
一
〇
に
引
く
こ
の
旬
 
 

に
は
、
「
花
」
の
字
が
な
い
。
『
臍
詩
紀
や
』
巻
六
六
、
及
び
『
全
唐
詩
』
 
 

に
従
っ
た
が
、
『
唐
放
言
虹
 
が
原
型
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

1
2
 
彼
の
生
年
を
、
『
四
庫
全
苦
総
目
し
巻
一
六
六
は
理
宗
の
紹
定
元
年
（
一
 
 
 

二
二
八
）
 
と
し
、
『
全
宋
詩
』
巻
三
五
二
三
は
一
二
二
七
年
と
す
る
。
 
 
 

彼
に
は
話
題
に
干
支
を
含
む
も
の
が
あ
っ
て
、
自
身
の
年
齢
に
も
言
及
 
 
 

し
て
い
る
が
、
こ
の
干
支
に
は
若
干
の
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
結
果
と
 
 
 

し
て
こ
の
よ
う
な
誤
差
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

1
3
 
こ
の
ほ
か
、
明
の
沈
周
に
は
 
「
六
旬
白
帆
」
 
（
『
石
田
詩
選
．
コ
巻
六
）
 
 
 

が
あ
り
、
起
聯
に
「
自
足
田
間
快
活
民
、
太
平
生
長
六
経
旬
」
 
（
自
ず
 
 
 

か
ら
是
れ
田
間
 
快
活
の
民
、
太
平
に
生
長
し
て
六
た
び
旬
を
程
た
り
）
 
 
 

と
言
う
。
『
明
史
』
本
伝
に
、
「
文
幕
左
氏
、
詩
擬
白
朋
易
・
蘇
拭
・
陸
 
 
 

涯
、
字
伐
黄
庭
堅
、
並
為
世
所
受
領
。
」
 
（
文
は
左
氏
を
韓
し
、
詩
ほ
白
 
 

な
ら
 
 
 

居
易
・
蘇
拭
・
陸
肪
に
擬
し
、
字
は
貴
地
堅
に
伐
い
、
並
び
に
世
の
餐
 
 
 

重
す
る
所
と
為
る
。
）
 
と
言
う
か
ら
、
六
旬
を
」
ハ
○
歳
の
意
で
用
い
る
 
 
 

の
も
、
白
居
易
に
倣
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

8
 
 

q
、
 
 

0
 
 

1
 
 

1
 
 1

 
 

『
唐
披
言
』
は
、
「
雲
」
を
「
埴
」
 
に
作
る
。
 
 

『
唐
振
「
〓
』
は
、
「
菓
非
尭
」
を
「
紆
非
舜
」
に
作
る
。
 
 

『
唐
嘩
」
＝
』
は
、
「
勝
」
を
「
欺
」
 
に
作
る
。
 
 

『
唐
祝
言
』
は
、
「
自
」
を
「
騎
」
 
に
作
る
。
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